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贈る言葉
経営学部長 海老澤 栄一・
今・年 度,お 二 人 の教授 が定 年 で経 営学 部 を去 る こ とに なった。 大場 恒 明教 授,鎌 田章
教授 の お二人 で あ る。
大 場 先 生 は平 成 元年 に フラ ンス語 の専任 教 員 と して 赴任 した。鎌 田先 生 も体 育 理論,
体 育 実技 の専 任 教 員 と して赴任 した。 お二 人 は,い わ ば同期 生 で あ る。平 成元 年 は経 営
学部 設立 の年 で もあ るの で,お 二 人 は湘南 ひ らつ か キ ャ ンパ スの歴 史 と共 に歩 んで きた,
い わ ば第一 世代 の仲 間で あ る。せ っか くの機 会 なので,少 しハ メを外 して,私 的接 触 も
含 め お二 人 の ヒ トとナ リを ご紹 介 しな が ら,15年の 歴 史 を振 り返 っ てみ る こ とに し よ
う。
大 場先 生 には,一 言 で言 え ば,"万 年 青 年"の 風 情 が あ る。 いつ まで も若 さを失 わず,
時 に は"青 い"議 論 を熱 く語 る。教授 会 で も と きに興 奮 し,声 が 次 第 に大 き くな る。 熱
血 漢 その ものであ る。 私 も教授 会 の場 で何 度 か叱 られ た。 しか し先 輩づ らせず に,真 っ
直 ぐ前 を見据 えた ア ドバ イス を数限 りな くい た だい た。私 に とって は、智 恵袋 の よ うな
存在 だ った。
鎌 田先生 は,私 が学 部学 生 と して在 籍 して い た昭和36年か ら40年までの4年 間,体 育
実技 で教 わ った先 生 であ る。 当 時,28歳の若 さで,ま さに油 の乗 り切 っ た指 導 を されて
い た。 本音 を言 う と,「恐 か っ た」。二 度 とお会 い した くな か った先 生 のお一 人 であ る。
そ の先 生 とめ ぐ りめ ぐって湘南 ひ らつ かで お会 い す るハ メに な る とは,何 とい う皮 肉で
あ ろ うか。 ま さに還 遁 以外 の何 もので もない。 その恐 れ は的 中 し,教 授 会 で鎌 田先 生 か
ら も何 度か 叱 られ た。 しか しそ の内容 は いつ も正論 で あ り,こ ち らが反 省 す る こ と し き
りであ った。
私 的,公 的 にお 二人 か ら人 間の生 き方,ヒ トとの接触 の仕 方,協 働 作 業 の進 め 方 な ど
で,多 くの 貴重 なア ドバ イ ス をい ただ きま した。 この場 をお借 りして,改 め て感 謝 の意
を表 します。 あ りが と うござい ま した。
大 学 運営,ま す ます 困難 な こ とが 山積 して い ます。 その よ うな時期 に われ われ をお い
て キ ャ ンパ ス を去 るお二 人 に対 し,正 直 な と ころ,複 雑 な気持 ち を もっ てい ます 。 しか
し現 実 は冷 静 に受 け とめ なけれ ば な りませ ん。 どうか,い つ まで もお元 気 で ご活躍 くだ
さい。 そ して,残 され た私 達 を暖 か く見 守 って下 さい。 またお 目にか か りま しょ う。
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